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1. はじめに 
日本語の動詞を尊敬語の可能形にする場合、一般形の「オ（ゴ）～ニナレル」を使うことが
現在の規範である（文化庁 2007）。しかし、実際には以下のように相手の動作に尊敬語として
使う「オ（ゴ）～デキル」という形式も普段よく見聞きする。 
（1）「この電車は回送電車です。ご乗車できませんのでご注意ください。」（駅のアナウン
ス） 
（2）「お持ち帰りできます！」（飲食店ののぼり旗） 
（3）「どなたでもお気軽に無料でご利用できます。」（図書館の利用案内） 
（4）「各種バリエーションお選びできます」（通信販売サイトの商品説明文） 
滝島（2017）はこうした言い方は、世の中で使われているうちに、その中にも耳慣れてしま
った表現だと言えるだろうと述べている 1 。平成 16 年度の文化庁の「国語に関する世論調査」
でも、「ご乗車できません」について「正しく使われていると思う」と答えた人は 59.1％だっ
た。「正しく使われていないと思う」と答えた人は、3 割弱（27.4％）だった。平成 9 年度の
調査（30.5％）と比べ、「誤用」と捉える人は次第に減る傾向にあると見られる。 
 
【図 1 「平成 16 年度 国語に関する世論調査」】（文化庁）より 
注）（ ）内は平成 9 年度調査結果 
――――――――― 
1 滝島雅子（2017）『「ご利用できます」は敬語の誤用？』NHK 放送文化研究所の解説ページ
（https://www.nhk.or.jp/bunken/research/kotoba/20170901_3.html）より引用 
正しく使われていると思う 
どちらとも言えない 
正しく使われていないと思う 
 
分からない 
「この電車にはご乗車できません」 
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 以上のように、尊敬語の「オ（ゴ）～デキル」は規範的には誤用とされている表現形式であ
るが、日常の場面ではよく使われているのが現状である。この現状に対して、外国人の日本語
学習者は疑問を抱かざるを得ない。 
 
 
2. 先行研究 
2.1 文化庁による『国語に関する世論調査』 
文化庁（1997）の『国語に関する世論調査』では、「この電車には御乗車できません」につ
いて、「敬語が正しく使われていると思う」の割合が 63.2％に達している。地域ブロック別に
見ると、「正しく使われている」の割合は関東で 69.9％と高く、北海道で 50.0％と低い。また、
性・年齢別に見ると、「正しく使われている」の割合は男性の 20 代で 76.1％に上り、男性の
30 代、40 代と女性の 16～19 歳で 6 割近くという結果になっている。 
 
2.2 文化庁による『敬語の指針』 
 文化庁（2007）は『敬語の指針』で、駅のアナウンスで「御乗車できません」と言っている
が、この敬語の形は適切なのだろうかという質問に対して次のとおりに解説している。 
 「オ（ゴ）～デキル」というのは、謙譲語Ⅰ（自分側から相手側又は第三者に向かう行為・
ものなどについて、その向かう先の人物を立てて述べる）の一般形「オ（ゴ）～スル」の可能
形である。「自分が届けることができる」ということであれば「お届けできる」、「自分が説
明できる」ということであれば「御説明できる」で良いが、ここは、相手（＝乗客）の行為な
ので尊敬語を使うべきところである。尊敬語の可能形は「オ（ゴ）～ニナレル」であり、ここ
では、その否定の形を使った「御乗車になれません」が適切な形だということになる。例えば、
「全問正しくお答えできたら、賞品を進呈します。」は不適切で、「お答えになれたら」とす
るのが適切である。 
 なお、「御乗車はできません」と言った場合には、「御乗車」と「できません」のつながり
が、助詞「は」によって分断されるために「オ（ゴ）～デキル」の否定形とはならず、敬語の
形としては問題のない表現となる。特に接客業・ビジネスなどの場合「（客である）あなたが
できる」ということを客観的に「可能だ」と言うだけでなく、「あなたにしてもらえる」とい
うように自分が恩恵を受けるような表現に変えることで、敬意を表す形にすることがある。そ
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れが、「オ（ゴ）～イタダケル」という敬語の形である。この形を使えば、「御乗車いただけ
ません」という言い方になる。 
このように、文化庁の解説では「オ（ゴ）～デキル」は尊敬語として使うのは適切ではない
とされている。 
 
2.3 「オ（ゴ）～スル」に関する誤用の理由 
 菊地（1997）は、「オ（ゴ）～デキル」を尊敬語として使用する誤用は「オ（ゴ）～スル」
を尊敬語として使う誤用と並行的であり、謙譲語の〈語形〉に尊敬語の〈機能〉をもたせて使
う誤用のタイプという。そして、「オ（ゴ）～スル」が尊敬語として使われやすい原因は、歴
史的な事情に求めることにもまして、「オ（ゴ）～スル」のほうが「オ（ゴ）～ニナル」より
も一拍（かな一文字分の長さ）短いということではないかと見ている。つまり、「オ（ゴ）～
デキル」も「オ（ゴ）～スル」より一拍短い。そして、もう一つの原因が〈敬語の大衆化〉で
あり、謙譲語と尊敬語の区別も十分つかないような人が敬語を使うということは、敬語を乱す
結果になるわけだと解釈している。 
 
2.4 尊敬用法の「オ（ゴ）～スル／デキル」は誤用と断定できない説 
 蒲谷（1992）は、「オ（ゴ）～デキル」を尊敬用法で使う場合、「ご案内できますか」は誤
用であるが、「ご乗車できません」は誤用とは言いがたいと述べる。「ご乗車できない」は
「ご乗車することができない」というより、「ご乗車はできない」、「〈ご乗車＋する〉こと
ができない」という意識で用いられると解説している。 
 また、蒲谷他（1998）では、尊敬語の「オ（ゴ）～デキル」がよく使われる理由の一つは
「オ―」や「ゴ―」という「敬語」の威力があると考えられる。つまり、「乗車できる」「参加
できる」「利用できる」をとにかく「敬語」にするための最も早い方法として（この場合「ゴ
―」を付けることで、尊敬語としての「乗車できる」「ご参加できる」「ご利用できる」など
が生じてくるのだろうということである。もう一つの理由として「参加する」「利用する」
「乗車する」などの動詞の性質が挙げられる。これらの動詞は「オ（ゴ）～スル（デキル）」
の形の謙譲語Ⅰとしての用法がない。それに対し、「説明する」「案内する」などの動詞は、
「ご説明する（できる）」「ご案内する（できる）」という謙譲語Ⅰの形で使われる。「説明
する」「案内する」は「自分」の動作に関係する「人間関係」が組み込まれているタイプの動
詞であるが、「乗車する」「参加する」「利用する」はそもそも「自分」の動作に関わる「人
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間関係」のないタイプの動詞だという違いがある。そのため、謙譲語Ⅰとして使うべき「ご説
明する（できる）」を尊敬語として使った場合は「誤用」だと分かるが、「ご利用する（でき
る）」は尊敬語として使ってしまっても、誤用とは感じられにくいのだと考えられる。 
2.5 先行研究の問題点 
 以上の先行研究では「オ（ゴ）～デキル」を尊敬語として使うのは適切かどうか、なぜその
ような誤用の表現がよく使われるのかという問題が解説されている。また、それに対する日本
語母語話者の規範意識も明らかになっている。しかし、これまでに行われてきた研究は，管見
の限りでは尊敬語の「オ（ゴ）～デキル」の使用実態、そしてその使用頻度の推移などを調べ
た研究はない。 
 
 
3. 研究の目的と方法 
3.1 研究の目的 
本研究においては明らかにしたいこと、考察したいことは次のとおりである。 
 現在どの動詞が尊敬語の「オ（ゴ）～デキル」の形をとっているのか、どのような場面でよ
く使われているのか、そしてそれらの動詞が他の敬語の可能表現形式でも使用されているのか
を明らかにすることである。 
 尊敬語の「オ（ゴ）～デキル」の使用頻度の推移、そして尊敬語の規範的形式である「オ
（ゴ）～ニナレル」、謙譲語の形式である「オ（ゴ）～イタダケル」との比較である。 
 
3.2 調査方法 
前節で述べた研究の目的に沿って、本稿では以下の方法によって研究を行う。 
 『国語研日本語ウェブコーパス』（以下、NWJC）2 を利用し、尊敬語の可能表現形式であ
る「オ（ゴ）～デキル」の使用実態を調査する。NWJC を使う理由は、これは現在の日本語ウ
ェブテキストを格納したデータベースで、日本語の乱れや最近の若者言葉を調べるのに適して
いると考えられるからである。 
――――――――― 
2 『国語研日本語ウェブコーパス』（NWJC）はウェブを母集団として 100 億語規模を目標とし
て構築した日本語コーパスである。国語研日本語ウェブコーパスは検索系「梵天」に格納して公開
されている。（http://bonten.ninjal.ac.jp） 
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 そして、データベース化され、インターネット上で公開されている『国会会議録検索システ
ム』3（以下、国会会議録）を利用して、尊敬語の「オ（ゴ）～デキル」、尊敬語の「オ（ゴ）
～ニナレル」、謙譲語の「オ（ゴ）～イタダケル」などの使用頻度の推移について調査し、分
析する。 
 国会会議録を本研究の資料にした理由は他の国会議事録を扱った先行研究（李譞珍 2016、山
口 2017）と同様である。すなわち国会は改まった場面であり、待遇表現の使用が非常に多く見 
られるからである。また、長期間に渡って記録しているデータであるため、経年変化の研究を 
行う上で国会会議録が優れていると考えられる。本調査の対象とする資料は第 7 回～第 182 回 
（1949 年 12 月～2012 年 12 月）の衆議院予算委員会の会議録である。調査対象として予算委
員会を選定したが、その理由は第 1 回から継続的に存在する常任委員会であり、本会議などと
異なり、委員同士の実質的な対話が存在するためである。 
 
 
4. 国語研日本語ウェブコーパス（NWJC）における調査 
4.1 調査目的 
 本調査の目的はどの動詞が尊敬語の「オ（ゴ）～デキル」という形で使われているのか、そ
してどのような場面でよく使用されているのかを明らかにすることである。また、それらの動
詞は尊敬語の規範的形式である「オ（ゴ）～ニナレル」と謙譲語の形式である「オ（ゴ）～イ
タダケル」でも使用されているのかを明らかにする。 
 
4.2 調査対象 
 本調査では NWJC を調査資料とする。NWJC は国立国語研究所が 2017 年に公開したウェ
ブを母集団とする 100 億語規模の日本語コーパスである。 
 その検索系「梵天」は 2014 年 10 月から 12 月までの間に収集したデータを格納している。
調査の対象は NWJC における尊敬語として使う「オ（ゴ）～デキル」の形式をとる動詞であ
る。以下の「オ（ゴ）～デキル」の形式の表層形を検索語とする。 
  お～でき・お～出来・御～でき・御～出来 
  ご～でき・ご～出来・御～でき・御～出来 
――――――――― 
3 http://kokkai.ndl.go. 
6 
 
 なお、「御～でき・御～出来」の中の「御―」は「ゴ」と「オ」の両方の読み方があるため、
これらの形式に対する検索の作業は一回だけ行うことにする。 
 
4.3 調査方法 
4.3.1 用例の集計・分析 
 前節で挙げられた検索語を NWJC のデータベースから検索して「オ（ゴ）～デキル」の用
例を取得する。それから、尊敬語の「オ（ゴ）～デキル」の用例を抽出し、その形式をとる動
詞を集計する。用例の調査は次の手順で行う。4 
1）データベースから用例を取得 
 NWJC の品詞列検索を行い、該当する用例とドメインの情報を取得する。ただし、検索結果
の最大ダウンロード件数は 100,000 件であるため、URL ドメイン 5の指定が必要である。例え
ば、ひらがな表記の「お～でき」の検索結果（2018 年 12 月時点）は次のとおりである。 
 ・「～」部分の指定なし且つドメイン指定なし：488,762 件 
 ・「～」部分の指定なし且つ「.com」のドメイン指定あり：273,622 件 
 そこで、本調査では内容の特徴を限定しやすくデータもダウンロードできるように、日本
のドメインを指定して検索を行うことにする。例えば、企業の「co.jp」、高等教育機関およ
び学校法人の「ac.jp」、政府機関や各省庁所管の研究所、特殊法人、独立行政法人の「go.jp」
という日本のドメインである。これらのドメインを選んだ理由はいずれも明確な性質を持つ
ものからである。なお、全てのドメインの検索方法は同様である。 
 
 
 
 
 
 
 
――――――――― 
4 小木曽智信・神田龍之介・近藤明日子（2014）を参考 
5 株式会社日本レジストリサービス(JPRS)の「JP ドメイン名の種類」説明のページを参考 
（https://jprs.jp/about/jp-dom/spec） 
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 検索方法の一例として表層形がひらがな表記の「お～でき」の例を挙げる。「お～でき」の
「～」部分は指定せず、ドメインを「co.jp」と指定する場合の品詞列検索画面は以下である。 
 
【図 2 「お～でき」の品詞列検索画面】 
8 
 
以上に述べた検索方法で見つかった全ての検索結果をテキストファイルとしてダウンロード
し、エクセルファイルにインポートする。 
2）取得した検索結果のデータを整理 
 用例文のデータを格納するエクセルファイルに対しては、フィルターをかけて尊敬語の「オ
（ゴ）～デキル」の「～」部分に使用される語を抽出する。次のような用例を調査対象外とす
る。 
・調査対象以外の表現が外形上、偶然一致したもの 
・「～」部分が動詞ではないと考えられるもの 
（サ変動詞語幹、和語動詞語幹にならない語であるものなど） 
例： ご特上でき・ご家族でき・ごゆっくりでき・ご縁出来・お知り合いでき・お付き合いで
き・御相手でき・お友達出来・お店出来・お手続きでき・お席入りでき・お買い物で
き・お手入れ出来・御墓参りでき・お味見でき･･･ 
・謙譲語Ⅰ（自分側から立てるべき相手側又は第三者に向かう行為などについてその向かう先
の人物を立てて述べるもの）、謙譲語Ⅱ（自分側の行為などを話や文章の相手に対して丁重に
述べるもの）6 
・「オ（ゴ）―」が丁寧語や美化語であると考えられるもの、固定的な言い回しとなっている
もの 
例： お稽古でき・お越しでき・お出かけでき・お出会いでき・お洗濯出来・お仕事出来・お
掃除出来・ご供養でき・ご安置でき・（ご飯、味噌汁は）御代わり出来 
・「―デキル」が完了の意味をもつもの 
例：（5）確認メールや返信 Fax が届かない場合は、正確にご発注できていない可能性があり
ますので、お手数ですが電話、Fax、e-mail などでお問い合わせください 
（http://www.ecot-ltd.co.jp/info/low.html） 
  （6）公認マーク付きのスイムウェアはご準備出来ていますか～ 
（http://blog.gallery2.co.jp/archives/2011/01/index.html） 
  （7）ご記入できましたら下の送信ボタンをクリックしてください。 
（http://www.shalon-puff.co.jp/FormMail/mail/FormMail.html） 
――――――――― 
6 文化庁（2007）『敬語の指針』による 
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 以上のようなものを除外して尊敬語の「オ（ゴ）～デキル」形式の用例を抽出する。それか
ら、「オ（ゴ）～デキル」の「～」部分に使われるサ変動詞と和語動詞の異なり語数を集計す
る。 
 
4.3.2 尊敬語の「オ（ゴ）～デキル」の形式をとる動詞に関する調査 
 前節で集計できた動詞は尊敬語の「オ（ゴ）～デキル」形式をとるものであるが、それらが
尊敬語の「オ（ゴ）～ニナレル」と謙譲語の「オ（ゴ）～イタダケル」の形もとっているのか
をさらに調べていく。調査方法は NWJC の品詞列検索であるが、今回はより正確な結果を得
るためにドメインの指定をしない。 
 次の各形式の表層形を検索語として検索を行う。 
（「～」部分は 4.3.1 で抽出できた動詞語幹） 
  お～いただけ・お～頂け・お～戴け・御～いただけ・御～頂け・御～戴け 
  お～になれ・お～にもなれ・お～にはなれ・御～になれ・御～にもなれ・御～にはなれ 
  ご～いただけ・ご～頂け・ご～戴け・御～いただけ・御～頂け・御～戴け 
  ご～になれ・ご～にもなれ・ご～にはなれ・御～になれ・御～にもなれ・御～にはなれ 
 なお、「御～になれ・御～にもなれ・御～にはなれ・御～いただけ・御～頂け・御～戴け」
の「御―」は「ゴ」と「オ」の両方の読み方があるため、これらの形式に対する検索の作業は
一回だけ行うことにする。 
 4.3.1 と同様な方法で検索を行い、用例を取得する。次のようなものを調査対象外とする。 
・可能の表現形式でないもの：「ゴ～イタダケバ」「ゴ～ニナレバ」 
例：（8）ご利用になれば割引もございます 
（http://travel.rakuten.co.jp/HOTEL/9004/9004.html） 
  （9）県立美術館の特別展観覧券をお持ちいただけば、2 割引で入館できます 
（http://www.umi.muse-tokai.jp/topics/2007/topics070128.html） 
 以上のようなものを除外して調査対象の用例を抽出し、各表現形式に使われるサ変動詞と和
語動詞の異なり語数を集計する。 
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4.4 調査結果 
4.4.1 ドメイン別の調査結果 
 本節では NWJC におけるドメイン別の尊敬語の「オ（ゴ）～デキル」をとる動詞を調査し
て結果を比較してみる。以下の日本の明確な性質を持つドメインを指定して 4.3.1、4.3.2 で述
べた方法で調査を行う。 
  「co.jp」：企業 
  「ac.jp」：高等教育機関および学校法人 
  「go.jp」：政府機関や各省庁所管の研究所、特殊法人、独立行政法人 
  「or.jp」：企業以外の法人組織 
 ドメイン別の尊敬語として使う「オ（ゴ）～デキル」の形式をとるサ変動詞の異なり語数は
【図 3】に示されるように企業のドメインである「co.jp」の方が圧倒的に多い（145 語）のに
対し、「ac.jp」と「go.jp」の異なり語数には差が見られないが、いずれも 30 語前後しかない。 
 
【図 3 尊敬語の「オ（ゴ）～デキル」の形式をとるサ変動詞の異なり語数】 
 そして、ドメイン別の尊敬語の「オ（ゴ）～デキル」をとる和語動詞の異なり語数は【図 4】
に示すように「co.jp」の方が他のドメインと比べて大きな差が見られる（50 語）。 
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【図 4 敬用法の「オ（ゴ）～デキル」の形式をとる和語動詞の異なり語数】 
 「co.jp」は日本の企業（営利法人）のためのドメインであり、その企業の商品やサービスを
案内する内容や、商品やサービスに関する Q＆A（質問と答え）など顧客とのやり取りの内容
が多いため、このような結果が予測できるだろう。 
 いずれのドメインを指定して検索を行っても用例が検出される動詞は【表 1】のようなもの
である。これらの動詞は様々な場面で尊敬語の「オ（ゴ）～デキル」を取って使用されている
ものである。いずれも商品を購入したり、施設やサービスを利用したりする顧客や利用者の行
為に対して使われるものである。 
 とりわけ和語動詞の殆どは、連用形が名詞として使われる複合動詞（5／6 語）であるという
結果になっている。 
【表 1 全てのドメインに用例が検出される動詞】 
サ変動詞 
乗車する 使用する 入場する 利用する 参加する 応募する 
来場する 相談する 確認する 購入する 
  
和語動詞 取り寄せる 取る 持ち帰る 持ち込む 申し込む 買い求める 
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 一つのドメインのみに用例が記載されているサ変動詞は次の【表 2】で示される。以下の表
中の名詞はサ変動詞語幹として使われているものである。 
 「go.jp」ドメインを有する政府機関のウェブサイトには会議の議事録等の内容が多いため、
「御回答できますか」「お約束できますでしょうか」「お示しできないか」のような相手に問
いかける表現がよく見られる。そして、教育機関の「ac.jp」や企業以外の組織である「or.jp」
のウェブサイトにも尊敬語の「オ（ゴ）～デキル」をとるサ変動詞の数が尐ない。それに対し、
「co.jp」ドメインを有する企業のウェブサイトは「客（である）あなたができる」という案
内・説明の表現が非常に多いことが分かる。 
【表 2 一つのドメインのみに用例が記載されているサ変動詞語幹】 
ac.jp 入院 取得 歓談 遠慮 
  
go.jp 回答 発言 答弁 証言 返事 約束 
or.jp 
入学 入所 処分 協力 対面 想像 
提供 教授 
    
co.jp 
面会 アクセス 了承 交換 休憩 会食 
体感 入力 入室 入店 入庫 入手 
入校 入稿 内見 内覧 出発 判断 
参画 受信 受験 同意 商談 堪能 
売却 安心 導入 就業 希望 帰宅 
当選 意見 愛用 成約 承諾 投票 
投稿 押印 指名 指示 捺印 掲載 
提出 換金 搬送 支給 旅行 期待 
来局 来店 来訪 検索 検討 決済 
活躍 満喫 満足 滞在 照会 発注 
着用 移動 立案 精算 納得 経験 
考案 聴講 落札 観戦 観望 解約 
計画 記入 試乗 試用 試算 試聴 
試飲 賞味 質問 返済 返送 送金 
連絡 運用 鑑賞 閲覧 静養 飲食 
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 次に、尊敬語の「オ（ゴ）～デキル」の用例が一つのドメインしかない和語動詞が以下で示
される。 
【表 3 一つのドメインのみに用例が記載されている和語動詞】 
ac.jp 
      
go.jp 借りる 示す 
    
or.jp 任せる 借り換える 売る 断る 着替える 納める 
co.jp 
乗り換える 乗り継ぐ 乗る 任せる 住みかえる 借りる 
借り入れる 借り換える 停める 入る 分ける 取り付ける 
取り替える 取り消す 売る 寛ぐ 尋ねる 帰る 
引き出す 引っ越す 打ち合せる 持つ 探す 断る 
楽しむ／愉しむ 残す 着替える 示す 積み立てる 立ち寄る 
  
 【表 3】を見れば分かるように、教育機関（学校法人）のウェブサイトだけで使われる和語
動詞がないという結果になっている。また、「お示しできないか」など政府機関のウェブサイ
トでしか使われない和語動詞も尐ない（2 語）。企業のドメインである「co.jp」はまた予想通
りに尊敬語の「オ（ゴ）～デキル」をとる和語動詞の異なり語数が 4 つのドメインで一番多く、
30 語もある。 
 以上はドメイン別の調査結果であるが、後節からは 4 つのドメインの結果を合わせて分析し
てみる。 
 
4.4.2 尊敬語の「オ（ゴ）～デキル」の形式をとるサ変動詞 
 4.3 の調査方法を使って NWJC のデータベース（URL ドメイン：「ac.jp」、「go.jp」、
or.jp、「co.jp」）から抽出した用例を整理した結果は【表 4】で示されるが、尊敬語の「オ
（ゴ）～デキル」の形式をとるサ変動詞の異なり語数は 170 語である。 
 予想どおりに「利用する」「指定する」「購入する」「予約する」「乗車する」など企業や
お店の顧客、サービスや施設の利用者の行為を表わす動詞が数多く見つかる。 
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 このように、尊敬語の「オ（ゴ）～デキル」は自分側の商品やサービスを案内したりする際
によく使用され、様々な動詞がこの表現形式を取っていることが確認できた。 
【表 4 NWJC における尊敬語の「オ（ゴ）～デキル」をとるサ変動詞語幹】 
A 
愛用 依頼 閲覧 応募 加入 解約 確認 活用 
堪能 観覧 鑑賞 帰宅 記入 契約 検討 見学 
購入 参加 参照 参拝 使用 指定 指名 視聴 
試食 試着 試聴 試用 持参 質問 取り引き 受講 
宿泊 出席 出発 照会 賞味 乗車 乗船 請求 
選択 想像 相談 体験 対面 滞在 着用 注文 
提出 登録 搭乗 当選 到着 導入 内見 入会 
入学 入居 入金 入庫 入場 入浴 発言 返済 
返品 満足 予約 来院 来館 来社 来場 来店 
利用 理解 
      
B 
アクセス 了承 交換 休憩 会食 体感 入力 入室 
入店 入所 入手 入校 入稿 入院 入館 内覧 
処分 判断 協力 参列 参画 取得 受信 受験 
同伴 同意 同行 同行 商談 回答 売却 変更 
安心 就業 希望 意見 成約 承諾 投票 投稿 
指示 捺印 掲載 提供 換金 支給 支給 教授 
旅行 期待 来園 来局 来訪 検索 歓談 決済 
活躍 満喫 準備 用意 発注 移動 答弁 精算 
約束 納得 経験 考案 聴講 落札 観戦 観望 
観望 計画 試乗 試算 試飲 返事 返却 返送 
返送 送金 連絡 運用 運用 遠慮 郵送 静養 
面会 飲食 駐車 
     
C 勉強 押印 搬送 立案 証言 
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表中の名詞はサ変動詞語幹として使われているもの。以下、【表 4】の分類項目を説明する。 
A ：尊敬語の「オ（ゴ）～デキル」、謙譲語の「オ（ゴ）～イタダケル」、尊敬語の
「オ（ゴ）～ニナレル」のいずれの形式もとるサ変動詞のグループ（74 語） 
B：尊敬用法の「オ～デキル」と謙譲語の「オ～イタダケル」の用例が検出されるが、
尊敬語の「オ～ニナレル」の用例が検出されないサ変動詞のグループ（91 語） 
C：尊敬語の「オ（ゴ）～デキル」の用例のみが検出されるサ変動詞のグループ（5 語） 
 尊敬語の「オ（ゴ）～デキル」だけでなく、「あなたにしてもらえる」という自分が恩恵を
受けるような表現で敬意を表す「オ（ゴ）～イタダケル」、そして尊敬語として現在の規範で
ある「オ（ゴ）～ニナレル」という 3 つの表現形式とも取っているサ変動詞の異なり語数は 74
語である。（A グループ） 
 A グループのサ変動詞は「あなたが～ことができる」という意味をとる 3 通りの使い方があ
る。以下で「理解する」と「返済する」を例として説明する。 
・尊敬語の「オ（ゴ）～デキル」 
（10）スーパーでもらってる一般的に大きなレジ袋 45 号と比較してください。そのサイズの
大きさをご理解できます  
（http://www.bs-aqua.co.jp/pori/rejifukuro96/index.html） 
（11）いつでもご自由に、随時ご返済できます 
（http://www.kitagin.co.jp/loan/big.html） 
・尊敬語の「オ（ゴ）～ニナレル」 
（12）これまでのご質問は、問題集か何かで勉強なさっていて、解説をお読みになってもご理
解になれなかった部分をお尋ねになってこられたように思うのですが、 
  （http://soudan1.biglobe.ne.jp/qa337645.html ） 
（13）毎月の締切日までなら三井住友銀行 ATM など一部の提携金融機関 ATM で全額を臨時
にご返済になれます 
  （https://www.smbc-card.com/mem/loancash/kaigai_cash.jsp） 
・謙譲語の「オ（ゴ）～イタダケル」 
（14）HIV 感染症/エイズについてご理解いただけましたでしょうか 
  （http://kuramijia.goowill.net/2007/07/post_255.html） 
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（15）ローソン（Loppi）、セブン-イレブンにあるセブン銀行の ATM で 24 時間いつでもご返
済頂けます 
  （http://syufuro-n.seesaa.net/category/3715469-1.html） 
 また、NWJC（ドメイン指定なし）において、尊敬語として現在の規範である「オ（ゴ）～
ニナレル」の用例が検出されないサ変動詞（B グループ）の異なり語数は 91 語である。例と
して以下に「準備する」「落札する」というサ変動詞の相手に対する尊敬用法の用例を挙げて
みる。 
（16）取り付け方法ですが、装着した状態でアンダーパネルを取り付けるためにはお車をリフ
トアップする必要がございます。設備等ご準備できない場合は、バンパーを取り外して
アンダーパネルを装着する事をお勧め致します。 
（http://www.c-west.co.jp/qa/qa1.asp） 
（17）以下の質問に回答していくと最適な保険会社の商品をご紹介します 
  （学資保険に関する質問）200 万円の一時金をご準備できますか 
  （http://www.aflac-yuai.co.jp/commodity/index.html） 
（18）今回は残念ながらご落札できなかったお客様、本当に申し訳ございません 
  （http://www.rakuten.co.jp/hankos/auction/415680.html） 
 特に外来語サ変動詞の「アクセスする」もこのグループに入っているが、以下のような用例
が検出された。 
（19）携帯電話でもごアクセスできます 
（http://www.hotelsonia.co.jp/company/index.html） 
（20）毎週火曜日ブログ、Web 等のシステムメンテナンス行っております。その際はページに
ごアクセスできません。 
（http://maitopunei.blog90.fc2.com/blog-category-9.html） 
そして謙譲語の「オ（ゴ）～イタダケル」の形式も取っている。 
（21）最長 98 歳までの万一に備える安心の保障をご準備いただけます 
（http://www.mitsui-seimei.co.jp/products/index.htm） 
（22）前回のエルフくんイラストは無事ご落札頂けました 
  （http://nora75.blog86.fc2.com/blog-category-1.html） 
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（23）通常のブラウザを使用した方法で御アクセス頂けますよう、宜しくお願い致します 
  （http://ufreyr.blog80.fc2.com/blog-entry-94.html） 
 このように、B グループの動詞は尊敬語の「オ（ゴ）～デキル」の形式をとるが、いずれも
尊敬語の「オ（ゴ）～ニナレル」の用例が出てこない。 
 最後は NWJC（ドメイン指定なし）において尊敬語の「オ（ゴ）～ニナレル」と謙譲語の
「オ（ゴ）～イタダケル」の用例が見つからず、尊敬語の「オ（ゴ）～デキル」の用例のみが
検出されるサ変動詞である（C グループ）。それは「勉強する」「押印する」「搬送する」
「立案する」「証言する」という 5 つのサ変動詞である。 
（24）テキスト教材は、Windows 対応になっていますが、通信教育の学習には、特に問題な
くお勉強できますのでご安心下さい 
（http://www.netsquare.co.jp/netweb/faq.html） 
（25）お届け印を改印される場合、紛失等によりご押印できない場合には、お届印のご変更の
手続きをしていただきます 
（http://www.zeon.co.jp/koukoku/service2.html） 
（26）弊社の直営式場（セレモニーホール神奈川、ハートステージ都筑、ハートステージ町田）
でしたら直接病院よりご搬送できます 
  （http://www.yokohama-saiten.co.jp/faq/index.htm） 
（27）タイムテーブル、店内装飾から、演出に至るまで・・・ご自由にご立案できます 
  （http://saha.co.jp/ivent_photo/wedding/wedding.htm） 
（28）阿部証人に医者としてのお立場から、これを医学的に御診断になつたり、又は医学的 
の立場から精神異常ということを御証言できますか、その点・・・ 
（http://kokkai.ndl.go.jp/SENTAKU/sangiin/005/1196/00505121196024c.html） 
 C グループの動詞の用例を見れば分かるように、いずれも使用場面が限られたものである。 
 
4.4.3 尊敬用法の「オ～デキル」の形式をとる和語動詞 
 4.3 の調査方法によって NWJC のデータベース（URL ドメイン：「ac.jp」、「go.jp」、
「or.jp」、「co.jp」）から抽出・集計した結果、尊敬用法の「オ～デキル」の形式をとる和語
動詞の異なり語数は 55 語である。 
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 【表 5】で示されるようにその半分は「申し込む」「買い求める」「取り付ける」「立ち寄
る」などの複合動詞である（23 語）。これらの複合動詞は「申し込み」「支払い」「買い求め」
など連用形が名詞として使用されるという特徴がある。そして、例えば「お申し込み」「お支
払い」「お買い求め」など連用形に「オ」を付けて尊敬語として使用されるものである。 
【表 5 尊敬用法の「オ～デキル」の形式をとる和語動詞】 
A 
乗る 任せる 休む 使う 借りる 入る 
取り寄せる 取る 受け取る 問い合わせる 売る 寛ぐ 
尋ねる 帰る 引き出す 持ち帰る 持つ 振り込む 
探す 支払う 断る 楽しむ／愉しむ 残す 求める 
泊まる 申し込む 示す 納める 試す 買い上げる 
買い求める 贈る 遊ぶ 過ごす 選ぶ 預ける 
預け入れる 飲む 飾る  
  
B 
乗り換える 乗り継ぐ 借り入れる 借り換える 停める 取り付ける 
取り替える 取り消す 打ち合せる 持ち込む 着替える 積み立てる 
立ち寄る 連れる 
    
C 引っ越す 住みかえる 
    
以下、【表 5】の分類項目を説明する。 
A ：尊敬用法の「オ～デキル」、謙譲語の「オ～イタダケル」、尊敬語の「オ～ニナレ
ル」のいずれの形式もとる和語動詞のグループ（39 語） 
B：尊敬用法の「オ～デキル」と謙譲語の「オ～イタダケル」の用例が検出されるが、
尊敬語の「オ～ニナレル」の用例が検出されない和語動詞のグループ（14 語） 
C：尊敬用法の「オ～デキル」の用例のみが検出される和語動詞のグループ（2 語） 
  その中に、A グループの和語動詞は「あなたが～ことができる」という意味をとる 3 通り
の使い方がある。以下で「飾る」と「取り寄せる」を例として説明する。 
・尊敬用法の「オ～デキル」 
（29）書面は、下記のリンクページからのダウンロードや郵送によりお取り寄せできます 
  （http://www.polus.co.jp/privacy/seikyu_teisei.html） 
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（30）豪華なお道具と一緒にお飾りでき、飾り台にすべてが収納できます 
  （http://www.hina.co.jp/hinaningyou/hinaningyousyuunoukazari.html） 
・尊敬語の「オ～ニナレル」 
（31）食堂・サロン・広間・各お部屋にていつでもお取り寄せになれます 
  （http://www.mitaimon.net/search/html/shop_food_09p2.html） 
（32）小ぶりでございますので、ちょっとしたスペースにお飾りになれます 
  （http://blog.livedoor.jp/dinastia/archives/2006₋11.html） 
・謙譲語の「オ～イタダケル」 
（33）Web ショップから新しい味、懐かしい味、そして本物の味をお取り寄せいただけます 
  （http://www.mitaimon.net/search/html/shop_food_09p2.html） 
（34）可愛いプチアレンジとして このままお飾りいただけます 
  （http://ameblo.jp/laroseflore/day-20130417.html） 
 次に尊敬語の「オ～ニナレル」の用例が検出されない和語動詞（B グループ）であるが、そ
の 12 語のうち、10 語が「取り付ける」「乗り換える」「打ち合せる」などの複合動詞である。
その理由について、菊地（1997）の観点から見ると、「打ち合せ」など複合動詞の連用形の文
字数（拍数）が多いため、「オ～ニナレル」の形をとりにくいと考えられるだろう。  
  残りの 2 語は「停める」「連れる」であるが、その用例文は以下のようなものである。 
・尊敬用法の「オ～デキル」 
（35）屋外の二ヶ所の駐車場もお停めできますので、次回お越し頂ける機会がございましたら、
そちらもご利用くださいませ  
（http://travel.rakuten.co.jp/HOTEL/7083/review.html） 
（36）お車ナシの徒歩でのご利用の場合はペットはお連れ出来ません 
  （http://ferry.cs-cruise.co.jp/my/hokkaido/ferry_HNF04.html） 
・謙譲語の「オ～イタダケル」 
（37）13 台駐車できる広い駐車場を完備しており、ゆったりとしたスペースでお停めいただけ
ます  
（http://www.myclinic.ne.jp/ido_clinic/pc/print.html） 
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（38）身体障がい者補助犬は車内に無料でお連れいただけます 
  （http://www.limousinebus.co.jp/guide/handicapped.html） 
 最後は NWJC のデータベースから尊敬用法の「オ～デキル」の用例のみが検出される和語
動詞（C グループ）であるが、「引っ越す」と「住みかえる」という動詞である。以下はその
用例である。 
（39）当月分フリーレントキャンペーン中で、初期費用安くで、お引越しできます 
  （http://www.th-shinjuku.co.jp/bukken/syumoku142_1.html） 
（40）将来的に 24 時間の介護が必要になった場合でも介護居室へお住みかえできます 
  （http://www.seikatsu-kagaku.co.jp/faq/index.html） 
 このような複合動詞は「お引っ越し」「お住み替え」など、連用形に「オ」を付けて敬語の
名詞として使用されることが多いものである。 
 
4.5 まとめ 
 国語研日本語ウェブコーパス（NWJC）を利用し、尊敬語として使われる「オ（ゴ）～デキ
ル」の使用実態を調査した結果、以下のことが明らかになった。 
・企業のウェブサイトは教育機関、政府機関、そして企業以外の組織のウェブサイトより、尊
敬語の「オ（ゴ）～デキル」の形式をとる動詞の異なり語数が圧倒的に多い。したがって、尊
敬語の「オ（ゴ）～デキル」の形式は企業などが商品やサービスを顧客に案内するような場面
によく使用されていると言えるだろう。 
・尊敬語の「オ（ゴ）～デキル」の形式をとる動詞の異なり語数について、和語動詞（55 語）
と比べてサ変動詞の方が多い（170 語）という結果になっている。 
・尊敬語の「オ（ゴ）～デキル」の形式をとる動詞は、サ変動詞や和語の複合動詞をはじめ、
その連用形が名詞として使用されるという特徴がある。 
・尊敬語の「オ（ゴ）～デキル」の形式しかとらない動詞の数は尐ない（7 語）。 
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5. 国会会議録における調査 
5.1 調査目的 
 国会会議録における尊敬語の「オ（ゴ）～デキル」の形をとる動詞とその使用頻度の推移を
明らかにし、それを尊敬語の「オ（ゴ）～ニナレル」の形式、謙譲語の「オ（ゴ）～イタダケ
ル」の形式にも同様の調査を行い、比較を行うことを本調査の目的とする。 
 
5.2 調査方法 
 本調査の対象とする資料は第 7 回～第 182 回（1949 年 12 月～2012 年 12 月）の衆議院予算
委員会の会議録である。予算委員会を選定した理由は、第 1 回から継続的に存在する常任委員
会であり、本会議などと異なり、委員同士の実質的な対話が存在するためである。 
 ただし、調査を実施する時間の範囲で全数調査が不可能なため、サンプル調査として第 7 回
～第 182 回の衆議院予算委員会が行われる期間を 10 年毎に時代を区切ってそれぞれの時代に
2 年程度にわたる会議録を調査の資料とする。 
 敬語の可能表現形式を衆議院予算委員会の会議録のデータベースから取得し、各形式をとる
動詞を抽出する。以下、調査方法の詳細を述べる。 
1）調査対象の用例を取得 
 国会会議録検索システム（http://kokkai.ndl.go.jp/KENSAKU/swk_startup.html）を利用し、 
以下の検索条件を指定して用例を検索する。 
・会議：衆議院 予算委員会 
・期間： 
【表 6 検索期間となる国会回次】 
国会回次 期間 備考 
7~13 1949/12/04～1952/07/31 以下、「1950 年代」として表す 
34~40 1959/12/29～1962/05/07 以下、「1960 年代」として表す 
63~68 1970/01/14～1972/06/16 以下、「1970 年代」として表す 
91~97 1979/12/21～1982/12/25 以下、「1980 年代」として表す 
118~125 1990/02/27～1992/12/10 以下、「1990 年代」として表す 
147~155 2000/01/20～2002/12/13 以下、「2000 年代」として表す 
174~182 2010/01/18～2012/12/28 以下、「2010 年代」として表す 
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・検索語： 
①［できな・できま・できる・できれ・できた・できて・出来な・出来ま・出来る・出来
れ・出来た・出来て］のいずれかを含む 
②［になれな・になれま・になれる・になれれ・になれた・になれて］のいずれかを含む 
③［いただけな・いただけま・いただける・いただけれ・いただけた・いただけて・頂けな 
頂けま・頂ける・頂けれ・頂けた・頂けて・戴けな・戴けま・戴ける・戴けれ・戴けた・戴
けて］のいずれかを含む 
2）検索結果のデータを整理 
 本調査で取得したいのは衆議院予算委員会における敬語の可能表現形式の用例文である。本
研究で考察したいのは尊敬語の「オ（ゴ）～デキル」、尊敬語の「オ（ゴ）～ニナレル」、謙
譲語の「オ（ゴ）～イタダケル」という 3 つの表現形式である。 
 以上の検索条件で見つかる用例の件数が多かったため、最初は筆者でそれぞれの用例を確認
して調査の対象になるものを取得する。それから、筆者が判断した調査の対象となる用例を日
本語母語話者の 3 名に確認してもらい、3 名のうち 2 名以上が調査の対象と判断するものを集
計の対象とする。用例の判断基準は以下のとおりである。 
  ・相手側又は第三者の行為・動作についての敬語であるか 
  ・「～」部分はサ変動詞語幹、和語動詞語幹になる語であるか 
 調査の対象と判断された用例文の例を挙げてみると、以下のようなものである。 
・尊敬語の「オ（ゴ）～デキル」 
（41）事務総長にお尋ねしますが、それは出せないというものじゃないですね。出せないのだ
という法的根拠がありますか。なるほど、あなたの方は不当なものについては出すけれ
ども、しかし、あなたの方の検査報告は、不当なものだけやっているのですか。そうで
もないでしょう。だから、出せないという法的な根拠はないでしょう。ただ、あなたは
事務総長だから、一存では今ここでお答えできない、そういうわけですね。 
（横路節雄 分科員 1960 年 02 月 24 日） 
（42）私は外務大臣として、これから国際社会において日本は援助を強化して貢献していかな
ければならない、そういう国家でございますから、国民のとうとい血税を使ってこの援
助を行う以上は国民の皆様方が御理解できるようなことでなければならないということ
で、絶えず私は自分の考えを堅持しております。 
（中山太郎 国務大臣 1990 年 04 月 25 日） 
23 
 
・尊敬語の「オ（ゴ）～ニナレル」 
（43）現在では都営それから営団、いずれも連絡乗車券を出しておりまして運賃は併算でござ
いますが、一枚の切符で自由にお乗りになれる、そういうような状況でございます。 
（山田明吉 参考人 1981 年 02 月 28 日） 
（44）じゃ、このお金はだれのお金ですか。外務大臣、お答えになれますか。 
（原口一博 委員 2002 年 03 月 06 日） 
 
・謙譲語の「オ（ゴ）～イタダケル」 
（45）この保險金額、加入金額の最高限をこうかえて来た推移、そして同時にそのかえたとき
の今の平均額、こういつたものを明日までにお示しいただければ大変けっこうなんです。                    
（江崎真澄 委員 1952 年 02 月 20 日） 
（46）細かな配慮をされるように、関係の官庁に対して御指示いただけるということをこの席
でお話しできませんでしょうか、お願いいたします。 
（高橋高望 委員 1980 年 02 月 12 日） 
 用例（41）の「お尋ねします」は話し手の行為・動作をへりくだって述べる謙譲語であるた
め、調査の対象にならない。その他の用例はいずれも相手側又は第三者の行為・動作を表す敬
語の可能表現の形式であるため、調査の対象とする。 
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5.3 調査結果 
5.3.1 敬語の可能表現形式の使用変化 
前節で述べた調査方法で取得できた用例を集計した結果、各表現形式の使用数の変化は【図
5】で示される。 
 
 
【図 5 衆議院予算委員会における敬語の可能表現形式の使用変化】 
 尊敬語の「オ（ゴ）～デキル」の使用数は時代につれて大きな変化がないが、全体的にはど
の年代においても「オ（ゴ）～ニナレル」の形式より使用数が多い。1950 年代には尊敬語の
「オ（ゴ）～デキル」の使用数が一番多いのに対し、1960 年代以降は謙譲語の「オ（ゴ）～イ
タダケル」は目ざましい勢いで台頭していく。 
 時間の経過につれて、尊敬語の「オ（ゴ）～デキル」は「オ（ゴ）～ニナレル」と同様に、
変動が尐なくほぼ横ばいになっている。しかしその一方で、「オ（ゴ）～イタダケル」の使用
数が増加している傾向にある。とりわけ 1960～1970 年代と 2000～2010 年代の 2 つの期間に
は謙譲語の「オ（ゴ）～イタダケル」の使用数が急激に増えていることが分かる。 
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5.3.2 敬語の可能表現形式をとる動詞 
 衆議院予算委員会における尊敬語の「オ（ゴ）～デキル」をとる動詞の異なり語数は 39 語
である。サ変動詞と和語動詞の両方があるが、次のようなものである。 
答える・答弁する・約束する・理解する・返事する・考える・協力する・報告する・返す・
言明する・説明する・利用する・漏らす・発表する・実現する・進める・断わる・安心す
る・返答する・関知する・配慮する・調査する・了承する・指導する・買い求める・示す・
使う・披露する・同意する・話す・協力する・確認する・判断する・提言する・参加する・
読む・聞かせる・提示する・渡す 
国会会議の場面では、尊敬語の「オ（ゴ）～デキル」の形式をとる動詞の大半はサ変動詞で
あり（26 語）、そして複合動詞は殆ど見られない。 
 使用数で並べると【表 6】で示される動詞が上位にある。以下に 3 つの表現形式における使
用数が上位の動詞を比較してみる。 
【表 6 衆議院予算委員会における敬語の可能表現形式の使用数が上位の動詞】 
 
オ（ゴ）～デキル オ（ゴ）～ニナレル オ（ゴ）～イタダケル 
動詞 用例数 動詞 用例数 動詞 用例数 
1 位 答える 91 答える 32 答える 332 
2 位 答弁する 24 考える 6 理解する 290 
3 位 約束する 20 出す 5 聞かせる 199 
4 位 理解する 13 やる 4 分かる 167 
5 位 話す 8 使う 4 説明する 95 
6 位 示す 5 とる 3 答弁する 81 
7 位 返事する 4 会う 3 検討する 74 
8 位 考える 3 持つ 2 考える 71 
9 位 協力する 3 帰る 2 示す 63 
10 位 報告する 3 聞く 1 認める 43 
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 尊敬語の「オ（ゴ）～デキル」と謙譲語の「オ（ゴ）～イタダケル」については、上位の動
詞の和語と漢語の割合がほぼ半々くらいである。しかし、尊敬語の「オ（ゴ）～ニナレル」の
形をとるのは全て和語動詞という結果になっている。 
 その中で「答える」と「考える」はどの敬語の可能表現でも使用数が多いものである。また、
「答える」「答弁する」「理解する」は「オ（ゴ）～デキル」と「オ（ゴ）～イタダケル」の
どの形式でも使用数が多い。 
 予算委員会の中では、「質疑」という段階があり、各委員が国務大臣とその他の政府関係者
などに一問一答の形式で質疑することができる場面であるため、「答える」の使用数が最も多
いのである。そのため、以下にどの敬語の可能表現でも 1 位にある「答える」という動詞の使
用数の通時的な変化の考察を試みる。 
  
 
【図 6 敬語の可能表現形式をとる「答える」の使用変化】 
 尊敬語の「お答えいただける」の使用変化について、1960 年代までは使用数が最も尐ないが、
そのあと増加し続けて 2000 年代から急激に増える傾向にある。それに対し、尊敬語の使用頻
度には目立つ変化はない。これは【図 5】で示される全ての動詞の使用変化と同様な傾向であ
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ろう。その一方で、尊敬用法の「お答えできる」と尊敬語の「お答えになれる」の使用数の差
が動詞全体の結果より大きいということが分かる。 
 
5.4 まとめ 
 本調査では尊敬語として使われる「オ（ゴ）～デキル」の形式をはじめ、衆議院予算委員会
における敬語の可能表現形式の使用変化を考察した。各表現形式の全体的な変化傾向として、
尊敬語の「オ（ゴ）～デキル」は大きな変化が見られず、ほぼ横ばいになっているが、どの年
代においても「オ（ゴ）～ニナレル」より使用数が多い。 
 1950 年代には尊敬語の「オ（ゴ）～デキル」の使用数が最も多いのに対し、1960 年代以降
は謙譲語の「オ（ゴ）～イタダケル」は目ざましい勢いで増加していく。謙譲語の「オ（ゴ）
～イタダケル」の歴史について、小池（2006）は、「ご利用いただけます」に類する表現の定
着化に伺える、謙譲語から改まり語への変化が、1955 年代（昭和 30 年代）の高度成長期の、
デパートや薬品会社、家電製品会社の広告という商業敬語に由来するということを明らかにし
ている。 
 尊敬語の「オ（ゴ）～デキル」という形をとる動詞の異なり語数は 39 語であるが、その大
半はサ変動詞となり、複合動詞が殆ど見られない。また、予算委員会では各委員が国務大臣と
その他の政府関係者などに一問一答の形式で質疑することができる場面であるため、敬語の可
能表現の使用数で並べると、「答える」「答弁する」「考える」「理解する」「約束する」
「聞かせる」といった動詞が上位にある。 
 その中でどの敬語の可能表現でも 1 位にある動詞は「答える」であり、その使用変化を考察
した。動詞全体の「オ（ゴ）～デキル」と「オ（ゴ）～ニナレル」の使用数の差より、「お答
えできる」「お答えになれる」の差の方が顕著に大きい。特に「お答えいただける」の使用数
は 1960 年代までは一番尐ないが、そのあと急激に増加し続け、尊敬語と比較して非常に大き
な差があるという結果になっている。 
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6. おわりに 
 尊敬語の「オ（ゴ）～デキル」は規範的には誤用とされる表現形式であるが、日常の場面で
はよく見聞きするのが現状である。そこで、本研究では尊敬語の「オ（ゴ）～デキル」の使用
実態の調査および考察を試みた。 
 共時的な調査では、国語研日本語ウェブコーパス（NWJC）を利用し、尊敬語の「オ（ゴ）
～デキル」の形をとる動詞を集計・分析した。その結果、サ変動詞の異なり語数は 170 語であ
り、和語動詞は 55 語であった。この表現形式は相手や第三者の様々な行為などに対し、尊敬
語として用いられていると言えるだろう。また、企業のウェブサイトは教育機関や政府機関よ
り、尊敬語の「オ（ゴ）～デキル」の形をとる動詞の異なり語数が圧倒的に多い。尊敬語の
「オ（ゴ）～デキル」が使用される原因として顧客に商品やサービスを案内する内容が多いこ
とが考えられるだろう。さらに、尊敬語の「オ（ゴ）～デキル」の形をとる動詞の特徴として
その連用形が名詞としてよく使われることが明らかになった。 
 通時的な調査では、衆議院予算委員会が行われる期間を 10 年毎に時代を区切ってそれぞれ
の時代に 2 年程度にわたる会議録を調査の資料とする。調査の結果、衆議院予算委員会におけ
る敬語の可能表現形式の使用変化が明らかになった。使用数が最も尐ないのは尊敬語の規範的
形式である「オ（ゴ）～ニナレル」であった。そして、時間の経過にともなう尊敬語の「オ
（ゴ）～デキル」と「オ（ゴ）～ニナレル」の使用数に大きな変化はなかった。それに対し、
謙譲語の「オ（ゴ）～イタダケル」の使用数が 1960 年代から急激に増加していくことが分か
る。さらに、衆議院予算委員会における敬語の可能表現の形式をとる動詞を集計・分析したと
ころ、どの表現形式でも使用数が最も多い動詞は「答える」であり、その使用変化は動詞全体
と比べ、「お答えできる」と「お答えになれる」の間の差が顕著に大きかった。 
 最後に文化庁（2007）、滝島（2017）などで述べられているように、尊敬語の「オ（ゴ）～
デキル」は今後次第に使用が広がる可能性もあるが、敬語の「誤用」であることには変わりが
ない。一方、尊敬語の「オ（ゴ）～ニナレル」は、やや堅苦しいと感じられる可能性があり、
かわりとして、助詞の「は」で尊敬語の「オ（ゴ）～デキル」の「オ（ゴ）～」と「デキル」
のつながりを分断し、「オ（ゴ）は～デキル」とすれば、敬語の形としては問題のない表現と
なる。また、場面により相手の動作によって自分が恩恵を受けることを示す「オ（ゴ）～イタ
ダケル」と言いかえることもできるだろう。つまり、言い方は限定されていないため、実際に
表現する場面の具体的な状況に合わせ、よりふさわしい表現を探していくことでより良いコミ
ュニケーションにつなげていけるだろう。 
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